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受理番号 陳情５第４６号 受理年月日 令和５年１２月２５日 

件 名 がん患者ウィッグ・胸部補整具購入費用に関する助成金制度創設の

お願い（陳情） 

 

【陳情の趣旨】 

 現在、がん患者特有の見た目の判断から就業に付けない人や容姿から前向きに

なれず社会生活へウィッグ等をはじめとし購入をしてもらい、社会との繋がりを

もち、心豊かにした暮らしが出来るよう医療用補助具を対象とした助成金制度を、

この目黒区でも創設していただきたく存じます。 

 現在、東京では世田谷区をはじめ多数の区・市で助成金制度が存在しています。

一人でも多く働ける、社会生活が出来る環境を整え、目黒区民にやさしい街づく

りをお願い致します。優しい街となることで住民数が増えることにも繋がると存

じます。また、容姿を気にせず就業出来ることで住民税を収めることにも繋がる

と考えます。 

 この助成金制度が創設されたならば、助成金申請には病院からの医療証明や医

療用補助具購入領収書を申請書に添付することで、不正防止が出来ると考えます。 

何卒ご検討の程宜しくお願いいたします。 

 

【陳情事項】 

１ 目黒区に住所を有する者で、がんと診断され、その治療を行っている、または

行った方で、がん治療に伴い脱毛や乳房の切除などにより、ウィッグや胸部補

整具を必要とする者への助成金制度を創設して頂きたい。 

２ 医療用補助具に関しては、「ウィッグ」、「人工乳房」、「補整下着」、「弾性着衣」

を対象として頂きたい。 

 

 


